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伝えたい思いを「生きた言葉」にのせて 
 １０月２１日（土），学習発表会を開催しました。子どもたちは自分の言葉で学んだことや思い

を表現し，伝えることができました。保護者の皆様，子ども達へ温かい拍手を送っていただきあ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「何をしたか」ではなく「何を学んだか」 

 ある教育研究会に参加した際、講師の方が次のように参加者に問われました。「子供の頃

図工や美術の授業で印象に残った学びを覚えていますか。」と。参加者は、「レタリングが楽

しかった。」とか「彫刻刀で版画を作成した。」など、ひとしきり昔の思い出話で会場が盛り

上がったところで、講師の方は、「私は『何をしたか』ではなく、『何を学んだか』とたずね

たのですよ。」と言われたのです。 

「何をしたかではなく、何を学んだか」という言葉は、全ての教育活動で大切にしなけれ

ばならない視点として、今でも印象に残っているフレーズです。 

 さて、今週金曜日は、いよいよ学習発表会。本校が開校した昭和43年度にも、学習発表

会を開催したと、PTA記念誌に記してありました（当時は３月12日実施）。初代の末田校

長は、「ピアノも弾ける。肥桶も担ぐ。こういう人間をつくらなくてはならない。」と言われ

ていたそうです。つまり、汗水流して働く子供、そして文化高い芸術面でもしっかり表現で

きる子供を育てていきたい、との末田校長の考えが、当時の体育発表会や学習発表会を教育

活動に位置付け、本校の子供たちを育ててきたのでしょう。 

 学習発表会の練習も佳境に入ってきました。その子なりに精一杯表現することに対して、

私たちは、生きた言葉で評価を返していきます。大勢の前で声を出すことが苦手な子供がい

たとしても、その子自身が「自ら伸びよう」と努めてきたことは、そばにいる教師が一番分

かっていることですし、たとえ当日声が出なくてもいいのです。「誰に何と言われようと、

自分はこの子の伸びを語れる」という確固たる自信をうちの先生たちはもっています。そし

て、これまでの練習、いえ学びのプロセスに誇りをもっています。 

                                  令和６年１０月３０日 
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校 長  有﨑 美紀 
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音楽鑑賞会 
～迫力と一糸乱れぬドリル演奏に魅せられて～ 

 １０月８日（火）に広島県警察音楽隊「ザ・メイプルウィンズ」

の皆さんをお招きして、音楽鑑賞会を行いました。低学年と高学

年に分かれて鑑賞しましたが、低学年は「ドラえもん」、高学年

は「名探偵コナン」の曲が始まった瞬間から、児童が演奏に引き

込まれていきました。その後、「ミッキーマウス・マーチ」「ディ

ズニーメドレー」や「聖者の行進」等、子供たちに身近な曲の吹

奏楽演奏やきびきびとした動きのドリル演奏があり、楽しいひと

時を過ごしました。また、演奏中に交通講話も行われ、「いかの

おすし」や交通ルールの大切さについても学びました。生の演奏

に触れる良い機会となりました。 



クラスのみんな

で団結して、巨

大な滝を作りま

した！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＡ親子ふれあい清掃、ありがとうございました 
 10 月５日（土）、ＰＴＡ親子ふれあい清掃が行われました。保護者、児童、教職員、地域の

方々を合わせて200名以上の参加があり、約１時間半をかけて清掃が行われました。 

 教室の窓・床拭きや換気扇清掃、トイレ清掃、グランドの草取りなど、毎日の児童との掃除で

は、行き届かない場所をきれいしていただくことができました。 

ご参加いただいた保護者や地域の皆様、ふれあい清掃を運営してくだ 

さった保健厚生委員の皆様、ありがとうございました。 

「自ら伸びた」野外活動 

 １０月１日（火）・２日（水）、５年生が国立江田島青少年交流の家で野外活動を行いました。「団

結・責任・自ら行動」を目標に、学年や学級、そして自分を伸ばすために活動に取り組みました。 

 １日目は６艇に分かれてのカッター研修とファイヤーの集い。絶好のカッター研修日和の中で、

はじめは櫂をこぐタイミングが合わずなかなか前へ進みませんでしたが、気持ちが合ってくるにつ

れ櫂をこぐタイミングも合い、沖へ出ることができました。夜はファイヤーの集い。ダンスや各ク

ラスのスタンツ、先生たちの出し物でとても盛り上がりました。 

 ２日目は、カプラ。班のみんなで協力しながら、より高く積んだり、ナ 

イアガラの滝を作ったりすることができました。 

 この２日間で、お互いが楽しく過ごすためにはどうしたらいいかを考え 

たり、相手を思いやり前向きな言葉を掛け合ったりしながら過ごすことが 

できました。また、自分たちが今何をすればよいかを考え行動する力をつけ、 

集団としても個人としても大きく成長することができました。 

みんなで息を合わせて

１・２・３！ 

真っすぐ立てると格好

いいね！！ 

火の神から「団結・

責任・行動」の火を

いただきました。 

みんなでダンシング♪ 

大盛り上がり！ 

協力して、より高く積むよ。でも

崩れないようにそっとそっと…。 

高い所も綺麗に

しよう。 

床の汚れもピカ

ピカに。 

【出発式児童代表の言葉】        5 年代表児童 

ぼくたち野外活動実行委員では、野活のめあてを「団結」「責任」

「自ら行動」に決めました。ぼくは、野活で「よりみんなと協力し

て、どんな困難も乗りこえられるように団結力をのばしたい」と思

っています。みなさんも、この野活で「どんな力をつけたいか」を

考えていると思います。しっかりと、その力をつけて来ましょう。 

最後に、この野外活動に行くことができるのは、当たり前のことで

はありません。親や先生方、それに青少年交流の家の方々のおかげ

です。感謝を忘れずに、気をつけて行って来ましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝夕が肌寒くなり、秋の深まりを感じられるようになりました。今回は、暑い夏の様子や夏

休みの思い出を詠んだ作品を紹介します。１年生も俳句作りに挑戦しています。 
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六
年
生
は
修
学
旅
行
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
代
表
で
挨
拶
を

し
た
り
司
会
を
し
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り
し
ま
し
た
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原
稿
を
見
ず
に
そ
の
場
で
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た
こ
と
を
話
す
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
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き
っ
と
○
○
さ
ん
も
緊

張
し
な
が
ら
み
ん
な
の
前
で
挨
拶
を
し
た
の
で
し
ょ
う
ね
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マ
イ
ク

を
握
る
手
に
思
わ
ず
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入
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と
い
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ら
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○
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ん
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緊

張
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っ
て
き
ま
す
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生
活
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し
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た
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を
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せ
ら
れ
ま

す
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中
央
小
の
夏
祭
り
の
く
じ
引
き
で
、
た
く
さ
ん
あ
る
糸
の
中
か
ら

ど
れ
に
し
よ
う
か
悩
ん
で
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る
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そ
し
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く
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て

そ
の
結
果
は
千
通
り
も
分
か
れ
て
し
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ト
ン
ボ
は
細
長
い
棒
の
よ
う
な
も
の
の
先
っ
ぽ
に
と
ま
る
習
性
を

利
用
し
て
、
人
差
し
指
を
ピ
ン
と
立
て
て
赤
と
ん
ぼ
を
捕
ま
え
よ
う

と
じ
っ
と
し
て
い
る
○
○
さ
ん
の
様
子
が
見
え
て
き
ま
す
。
同
じ
虫

取
り
で
も
網
を
持
っ
て
走
り
回
っ
て
い
る
元
気
な
一
年
生
の
「
動
」

を
感
じ
さ
せ
る
作
品
と
は
対
照
的
に
、
こ
ち
ら
は
自
分
を
自
然
の
中

に
同
化
さ
せ
て
赤
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ボ
の
方
か
ら
近
づ
い
て
く
る
の
を
待
つ
「
静
」

を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
す
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火
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が
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ち
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「
線
香
花
火
は
小
さ
な
火
の
玉
が
ぽ
た
っ
と
落
ち
て
燃
え
終
わ
り
ま

す
。
そ
の
時
の
何
と
も
言
え
な
い
も
の
悲
し
い
様
子
と
、
も
う
夏
が

終
わ
る
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
を
重
ね
合
わ
せ
て
詠
ん
だ
作
品
で
す
。

実
は
、
最
初
、
○
○
さ
ん
は
自
分
の
詠
み
た
い
こ
と
が
五
七
五
に
う

ま
く
収
ま
ら
な
く
て
い
ろ
い
ろ
作
り
直
し
て
い
ま
し
た
が
、
語
順
を

入
れ
替
え
る
こ
と
で
解
決
し
、
す
っ
き
り
と
収
ま
り
ま
し
た
。 

む
し
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ち
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か
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え
る 

ま
っ
て
て
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一
年 

児
童 

生
活
科
で
虫
取
り
を
し
た
時
の
こ
と
を
詠
ん
だ
俳
句
で
す
。
一
年

生
は
、
な
か
な
か
虫
を
捕
ま
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
「
今
度
こ

そ
虫
を
捕
ま
え
る
ぞ
。」
と
い
う
峰
地
さ
ん
の
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。 

修
学
旅
行
先
の
水
族
館
で
ク
ラ
ゲ
の
水
槽
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
久

保
先
生
の
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
微
笑
ま
し
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。
久
保
先
生
と
い
う
言
葉
が
ち
ょ
う
ど
五
音
で
収
ま
る
か
ら
こ
そ

で
き
る
作
品
で
他
の
先
生
の
名
前
だ
と
こ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
た
ま

た
ま
見
つ
け
た
久
保
先
生
の
一
コ
マ
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
ま
す
。 

「じまんの俳句」第４回目の代表作品 

☆府中町人権啓発書道コンテスト受賞おめでとうございます☆ 

・町 長 賞 ５年 相原 心暖 ６年 山中 芽衣 

・教育長賞 ５年 長尾 帆夏・樫山 優菜 ６年 林 悠翔・畑 栞依 

・奨 励 賞 ５年 田辺 蒼空・大久保 綾乃・須本 結月・竹村 穂花・新谷 里奈 

    中川 紅亜・藤本 愛真・松尾 咲希・尼川 健太・杉野 七彩 

 6 年 林 想太朗・石毛 清華・今西 果穂・村中 花帆・世田 結華 

    廣川 哩桜・西 優奈・松井 はんな・和田 明莉・金本 心晴 

 
個人情報のため掲載しません 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「ひろしま教育ウイーク（学校へ行こう週間）」 

  １１月１日（金）は学習発表会と 5 年生児童対象の引き渡し訓練を行います。１１月５日（火）・１１

月６日（水）の２～４校時は保護者の皆様の自由参観です。また、11 月 6 日（水）の２校時は学校運営

協議会委員さん対象の参観日、11 月 7 日（木）の２～４校時は町内会長さん及び民生児童委員さん対象

の参観日です。来校いただき、子供達の学校の様子を是非ご覧ください。（駐車場はありませんので、自家

用車での来校はご遠慮ください。） 

 はちの子デー ～縦割り班遊びで、より仲良く～ 

 １０月７日（月）・８日（火）・１０日（木）・17日（木）に4グループに分かれて、「はちの

子デー」を行いました。晴天の日はグラウンドでボール遊びや鬼ごっこや長縄跳び等、雨天の日

は体育館と多目的ホールでカードゲームやハンカチ落とし、だるまさんが転んだ等、縦割り班活

動で、6 年生がリーダーとなり、みんなが楽しめる遊びを考え、1 年生から 6 年生までが遊び

を通して親睦を深めました。児童は、普段より長い昼休憩の遊びを満喫することができました。

今後も縦割り班活動を通して、高学年は低学年を思いやることを、低学年は高学年に憧れお手本

にして行動することを学びながら、「自ら伸びる」子供達であってほしいと願います。 

 

「何をして遊ぶ？」「多数決で

決めよう！」 

だるまさんが転んだ！じっと

して、動かないよう我慢。 
背中に字を書いて、伝言ゲー

ム。集中！！集中！！ 

１、２、３…。何回

続くか、みんなで頑

張ろう！ 

鬼にタッチされないように、

一生懸命に逃げよう。 

しっかりねらって、

ボールを投げて…。 

ハンカチを落とされたよ。捕まら

ないように速く走って。 
みんなでUNOをしています。難しいル

ールは上級生に教えてもらっています。 


